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・・・
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このコーナーでは「研究環境を研究する」をモットーに実際の事例を様々な
テーマについて取り上げていきます。

研究環境を研究する

地
震

私
た
ち
が
今
考
え
ら
れ
る
こ
と

２

東
日
本
大
震
災

～
東
京
大
学
の
事
例

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
の
観
測
史
上
最
大
級
の
地
震
は
東
北
地
方
だ
け
で
な
く
広
く
東

日
本
全
般
を
直
撃
し
た
。東
京
大
学
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
の
位
置
す
る
千
葉
県
も
例
外
で

は
な
く
、そ
の
地
震
に
よ
っ
て
様
々
な
被
害
が
生
じ
た
。

被
害
の
一
方
で
耐
震
対
策
が
功
を
奏
し
た
例
も
あ
っ
た
。今
号
は
、あ
る
研
究
者
の

そ
の
日
を
振
り
返
り
、改
め
て
大
学
実
験
室
の
耐
震
対
策
を
見
直
し
、何
が
ど
こ
ま

で
で
き
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

東
京
大
学

と
あ
る
研
究
室
を
振
り
返
る
・・・

千
葉
県
に
あ
る
東
京
大
学
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
。

3
月
11
日
14
時
46
分
、
大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。

地
震
が
起
き
た
そ
の
と
き
は
、
余
震
の
頻
発
と
次
い
つ
大

き
な
揺
れ
が
来
る
か
と
い
う
恐
怖
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。

混
乱
の
中
、
正
確
な
地
震
情
報
は
得
ら
れ
ず
、
後
で
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
震
度
は
5
弱
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
日
を
思
い
出
し
て
み
る
・
・
・
・

多
く
の
学
生
が
居
室
に
い
た
が
、
地
震
が
起
き
た
直
後
は

本
棚
の
近
く
に
い
る
人
が
そ
こ
か
ら
即
座
に
離
れ
、
机
の

下
に
隠
れ
る
人
、
机
を
抑
え
な
が
ら
立
っ
て
い
る
人
、

様
々
だ
っ
た
。

隣
室
の
実
験
室
で
実
験
中
だ
っ
た
学
生
は
、
揺
れ
が
大
き

く
な
り
始
め
て
か
ら
、
実
験
装
置
の
電
源
を
オ
フ
、
入
口

付
近
に
移
動
し
て
、
他
の
学
生
と
一
緒
に
実
験
室
内
を
見

て
い
た
。
ボ
ン
ベ
は
跳
ね
、
一
部
の
チ
ェ
ー
ン
が
外
れ
た

が
、
転
倒
は
し
な
か
っ
た
。
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
や
ね
じ
口
瓶

が
落
下
し
、
割
れ
た
。

今
思
え
ば
、
入
口
付
近
ま
で
移
動
で
き
た
こ
と
、
室
内
を

見
て
い
ら
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
命
の
危
険
は
感
じ
て

い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

館
内
放
送
が
入
る
・
・
・

「
火
の
元
を
確
認
し
て
、
建
物
の
外
の
避
難
場
所
へ
移
動

し
て
く
だ
さ
い
。
」

建
物
を
掃
除
し
て
い
る
男
性
か
ら
、
中
央
階
段
は
使
え
な

い
の
で
東
側
の
階
段
を
使
用
す
る
よ
う
言
わ
れ
た
。
荷
物

を
持
っ
て
、
環
境
棟
の
東
側
の
階
段
を
使
用
し
、
広
場
へ

避
難
し
た
。
続
々
と
建
物
か
ら
人
が
避
難
し
て
き
た
。
し

ば
ら
く
、
騒
然
と
し
て
各
自
地
震
が
お
さ
ま
る
の
を
待
っ

て
い
た
。

安
否
確
認
の
た
め
の
「
安
全
カ
ー
ド
」
の
回
収
は
、
そ
の

日
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
場
に
い
た
先
生
の
指
示
で
、

専
攻
ご
と
に
安
否
確
認
す
る
よ
う
に
指
示
が
あ
り
、
そ

の
場
に
い
た
人
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
手
分
け
を
し
て
、

学
校
に
居
な
い
研
究
室
メ
ン
バ
ー
に
メ
ー
ル
で
連
絡
を

取
っ
た
。
幸
い
ケ
ガ
等
の
被
害
を
受
け
た
人
は
い
な

か
っ
た
。

専
攻
の
先
生
に
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
を
報
告
し
た
。

小
雨
が
降
っ
て
き
て
、
寒
さ
が
増
し
た
。
暗
く
な
り
か

け
た
頃
、
よ
う
や
く
建
物
の
入
館
許
可
が
出
た
。

地
震
の
影
響
を
写
真
撮
影
し
、
実
験
室
な
ど
す
ぐ
に
片

づ
け
た
方
が
い
い
場
所
は
片
づ
け
、
そ
の
他
の
場
所
は

そ
の
ま
ま
に
し
、
帰
宅
で
き
る
も
の
は
す
ぐ
に
帰
宅
し

た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
電
車
は
止
ま
り
、
車
な
ど
で

も
帰
宅
で
き
な
い
も
の
は
構
内
に
残
っ
た
。

22
時
頃
、
帰
宅
困
難
者
向
け
に
大
学
か
ら
非
常
食
が
配

布
さ
れ
た
。
ご
飯
と
水
と
乾
パ
ン
だ
っ
た
。
混
乱
し
た

状
況
下
で
き
ち
ん
と
非
常
食
が
配
布
さ
れ
た
こ
と
に
、

驚
き
、
ま
た
と
て
も
安
心
し
た
。
翌
日
朝
、
電
車
が
動

き
始
め
、
そ
れ
に
乗
っ
て
帰
宅
で
き
る
人
が
多
か
っ
た
。

今
改
め
て
震
災
当
日
を
見
返
し
て
み
る
と
・
・
・

電
気
、
水
道
が
通
っ
て
い
た
、
建
物
に
入
れ
、
電
車
は

翌
日
に
は
動
い
た
・
・
・
東
北
で
の
被
害
と
比
較
す
れ

ば
、
こ
の
被
害
は
大
き
く
な
か
っ
た
と
改
め
て
思
う
。

し
か
し
、
あ
の
地
震
、
あ
の
揺
れ
を
思
い
出
せ
ば
、
恐

怖
を
感
じ
る
。
私
た
ち
の
耐
震
対
策
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
、
実
際
の
被
害
を
考
え
な
が
ら
見
つ
め
直
す
こ
と
が

大
事
だ
と
思
う
。

＜地震後の実験室内の様子＞

分析装置に載せたかごが移動、落下。中に入っていた薬品入りのガラス器具が床に落ち、飛散した。

About the Author

根津友紀子
Yukiko Nezu

東京大学 研究員

東大柏キャンパスを拠点
に環境・安全に関する研
究に従事し、博士号取得
したてのホヤホヤ。現在
は博士研究員として引き
続き安全の研究に従事。
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「実験室の耐震対策」 自分たちの部屋を改めて見直してみました！

大規模地震の経験を元に、大学の研究室で実際に地震対策を見直した事例の一部を紹介します。見落
としていた危険性は何だったのか、地震対策、耐震グッズで本当に役に立つものは何か、これからも考え
ていかなければなりません。

After ①

After ②

After ①

After

Before

空気穴

石こう
ボード壁

Ｌ字金具

桟

棚・書架

＜ペコ壁対策！＞

こういう壁にはつっぱり棒や、床固定を検討するのもい
い手ですが、ペコ壁にも壁の中側には「桟」が必ずあっ
て、その桟のある場所を見つけてビスを打てば固定で
きます。

①壁を叩く！
音の変化で分かるそうですが・・素人には難しい・・

②機械センサーに頼る！

世の中には壁裏の空洞になっているところと桟が
あるところを電気を使って確認できるセンサーがあ
ります。使ってみたところ、おおよその位置特定は
できました。

③壁に針を刺す！

しかしながら、予想通り、探しまくっていると壁が穴
だらけに・・・（笑）

実際に「桟」を探すために、3つの方法を試してみました。

教授室の被害の様子です。

被害の多くは落下によるものでした。書架を固定するビ
スが梁に刺さっていなかったために転倒した例（左）、も
う一方は、たくさんのファイルが本棚の容量を超えて保
管されていたために落下した例です（右）。

震災後、棚や書架の固定を
見直し、壁が石こうボードな
どの弱い、ペコペコの壁
だったりすると、ネジなどで
固定しても壁がボロッとくず
れてしまっていることが分
かりました。

結果：②と③の組合せ、セン
サーでだいたいの位置を見極
めて、その後、実際に針を刺し
てみる。これが最善だと思いま
す。ちなみにセンサーは1000
円代で購入できるようです。

引き戸扉

地
震
が
来
る
前
は
、
ボ
ン
ベ
ラ
ッ
ク
自
体
を

固
定
し
、
ボ
ン
ベ
本
体
は
チ
ェ
ー
ン
で
2
点

固
定
す
る
な
ど
、
万
全
を
期
し
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
し
た
。

地
震
に
よ
り
、
ボ
ン
ベ
ラ
ッ
ク
が
倒
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
震
の
揺
れ

に
よ
っ
て
ボ
ン
ベ
が
跳
ね
て
し
ま
い
、
二
点

固
定
に
使
用
し
て
い
る
チ
ェ
ー
ン
が
、
フ
ッ

ク
か
ら
外
れ
ま
し
た
。
ま
た
3
本
立
て
の
ボ

ン
ベ
ラ
ッ
ク
は
、
下
の
チ
ェ
ー
ン
が
3
本
ま

と
め
て
固
定
す
る
た
め
、
真
ん
中
の
ボ
ン
ベ

は
揺
れ
に
よ
り
傾
き
、
結
果
と
し
て
一
点
固

定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

震
災
後
、
チ
ェ
ー
ン
フ
ッ
ク
が
浅
い
も
の
は
、

そ
こ
へ
チ
ェ
ー
ン
を
掛
け
る
こ
と
を
や
め
、

ワ
イ
ヤ
ー
キ
ャ
ッ
チ
な
ど
を
利
用
し
て

チ
ェ
ー
ン
を
直
接
ラ
ッ
ク
へ
結
び
つ
け(

①)

、

3
本
立
て
の
ボ
ン
ベ
ラ
ッ
ク
の
下
部
の

チ
ェ
ー
ン
は
個
別
に
掛
け
る
よ
う
に
変
更
し

ま
し
た(

②)

。

引
き
戸
扉
の
ガ
ラ
ス
製
の
棚
に
器
具
を
置
い
て

い
ま
す
。
棚
自
体
は
壁
に
ビ
ス
を
打
ち
付
け
て

固
定
し
て
い
る
も
の
の
、
扉
に
は
特
に
対
策
は

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
震
に
よ
り
、
棚
の
中
に
保
管
さ
れ
て
い
た
メ

ス
フ
ラ
ス
コ
、
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
な
ど
背
の
高

い
器
具
は
倒
れ
ま
し
た
。
ま
た
引
き
戸
扉
も
揺

れ
に
よ
り
自
然
に
開
閉
し
、
中
で
倒
れ
た
ガ
ラ

ス
器
具
が
、
棚
か
ら
転
が
り
落
ち
て
割
れ
ま
し

た
。

こ
の
棚
は
使
用
頻
度
が
高
く
、
引
き
戸
扉
の
自

然
開
閉
を
防
止
す
る
、
実
効
的
な
対
策
が
必
要

で
し
た
。
現
在
、
①
マ
グ
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ッ
チ
を

ガ
ラ
ス
戸
と
桟
に
取
り
付
け
、
磁
力
で
自
然
開

閉
を
防
止
、
②
市
販
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
扉

開
閉
防
止
グ
ッ
ズ
の
二
種
類
そ
れ
ぞ
れ
用
い
て

ま
す
。
ど
ち
ら
も
数
百
円
で
対
策
で
き
ま
す
。

ま
た
、
さ
ら
に
ガ
ラ
ス
戸
が
割
れ
た
場
合
を
想

定
し
て
飛
散
防
止
シ
ー
ト
を
貼
付
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

廃
液
タ
ン
ク
は
タ
ン
ク
置
き
場
に
保
管
さ
れ
て

い
る
も
の
と
、
分
析
装
置
に
直
接
繋
が
っ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

廃
液
タ
ン
ク
が
倒
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
タ
ン
ク
置
き
場
に
あ
る
タ
ン
ク
の
中
に
は

蓋
が
緩
ん
で
い
た
も
の
が
あ
り
、
揺
れ
で
中
身

が
漏
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
分
析
装
置
に
直
接
繋

が
っ
て
い
る
タ
ン
ク
は
、
蓋
が
開
い
て
い
る
の

で
、
当
然
の
ご
と
く
地
震
の
揺
れ
で
中
身
が
漏

れ
て
い
ま
し
た
。

分
析
装
置
は
、
一
度
の
使
用
で
数
本
の
サ
ン
プ

ル
を
分
析
す
る
た
め
、
数
時
間
連
続
で
稼
働
し

ま
す
。
従
っ
て
使
用
中
に
地
震
が
来
て
も
漏
れ

を
最
小
限
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
余
っ
て
い
る
タ
ン
ク
の
蓋
を
利
用
し
て
、

お
手
製
の
タ
ン
ク
蓋
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

タ
ン
ク
の
蓋
に
排
水
ホ
ー
ス
を
挿
入
す
る
穴
を
、

次
に
空
気
が
通
過
す
る
小
さ
な
穴
を
開
け
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
蓋
を
用
い
て
、
定
常
的
に
蓋

が
閉
ま
っ
た
状
態
を
保
つ
こ
と
で
、
漏
洩
を
防

止
し
ま
し
た
。

書
架
・
棚
か
ら
の
落
下
防
止

に
は
、
紐
や
ゴ
ム
な
ど
を
棚

の
端
に
取
付
け
れ
ば
、
逃
げ

る
時
間
を
稼
ぐ
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
試
し
に
近
所
の

百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
売
っ
て
い

る
、
自
転
車
の
荷
台
用
の
ゴ

ム
紐
を
取
り
付
け
て
み
ま
し

た
。
ゴ
ム
だ
と
本
の
取
出
し

の
障
害
に
な
ら
ず
使
い
や
す

い
で
す
。
た
だ
し
、
見
た
目

が
良
く
な
い
と
い
う
声
も
聞

こ
え
き
て
お
り
、
エ
レ
ガ
ン

ト
な
耐
震
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
現
実
も
あ
り
ま
す
。

After ②

After
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REHSE’s Activities

REHSE 活動報告

４つの柱に沿って、それぞれの具体的なツール
や実践プログラムの開発に取り組んできました。

これらをさらに進め、これらの成果を、様々な現
場に広く実装することを目指します。

特に今期は、会員による活動の活性化支援、財
政基盤の強化、国内外の交流に重点をおき、
NPO法人としてさらなる活性化を図ります。

研究実験施設の環境安全について

１．現場の問題解決を支援する

２．合理的な基準を提案する

３．教育を通じて人材を育成する

４．新しい学問領域を築く

Study

REHSEのシンポジウム、研究発表会、総会・研究会開催
国内の枠を超え、新しい学問領域の創成を目指しています。

国際シンポジウムを韓国で開催しました。（H25.11.25-26）

第二回安全衛生教育国際シンポジウム（2nd International Symposium on Safety and Health Education in 
the University） を、韓国のKorea Association of Laboratory Safety & Environment （KALSE）とのジョイントシ

ンポジウムとして、仁川大学（韓国）にて開催しました。韓国や台湾、日本の大学、官公庁関係者の実験
室安全に関する講演の他、ポスターセッションなどが行われました。それぞれの国の安全管理や教育の
取組みと課題、実験安全に関する研究結果について、活発に議論が行われました。

総会・研究会を開催しました。（H26.6.2）

・Web申請システムを活用した遺伝子組換え実験の安全管理
・教育職場における安全衛生対策の課題～小中高等学校職場の巡視結果から
・Laboratory safety education for international students :  A report from Ehime University
・実験作業における行動予測に向けた作業行動のモデル化

第三回研究成果発表会を東京大学で開催しました。（H26.3.15）

東京大学本郷キャンパスにて、大学、研究機関、高専等における安全管理・教育における具体事例の
紹介、実験室における環境安全についての研究発表があり、１５件の研究が発表されました。

第五期通常総会が開催され、H25年度活動報告とともに、H26年度のREHSEの活動方針が示されました。
また、総会と合わせて研究会を開催しました。REHSE第三回研究成果発表会の講演の中から、 REHSEとし

て今後取り組むべき新しいテーマとして「初・中等教育機関の環境安全について」、「外国人留学生・研究
者の安全教育について」 、「実験研究におけるリスクアセスメントについて考える」の3つをピックアップし、

各講演の内容をレビューするとともに、関連する話題提供を含めて、様々な角度から活発に議論が行わ
れました。

4



Lecture

REHSEの安全講習
これからも新しい講習メニューをお届けする予定です。

こんな講習会に講師を派遣しました。

・日本化学会東海支部化学安全セミナー2013 （H25.12.12）
名古屋大学にて開催された日本化学会東海支部主催の化学安全セミナーにて、REHSEメンバーが講師をつと
め、ラボデザイン、ドラフトチャンバー、化学物質管理システム、ラボ巡視、高圧ガスについて講習しました。H26
年度も岐阜にて開催予定です。

・その他会員企業からの依頼による講演などを行いました、

Project

REHSEの新規プロジェクト
会員のアイデア、ニーズから様々なプロジェクトを展開していきます。

高校生による環境安全とリスクに関する自主研究活動の支援事業

高校生や高専自らが環境安全やリスクに関連のある研究テーマを決め、自主的に調査し、成果を報告書として
まとめ、さまざまな場面で成果を発表し、相互に意見交換する活動を支援するプロジェクトです。

平成25年度は、全国より6校が参加、次のテーマで研究・発表を行いました。
• 麻布高等学校 「多摩川流域の水質調査」
• 千葉県立流山おおたかの森高等学校 「遺伝子組み換え食品の安全性を考える」
• 大阪府立天王寺高等学校「淀川における底質土中の重金属濃度の測定」
• 富山高等専門学校 「洗剤と共生する社会に」
• 八戸工業大学第二高等学校 「放射線で発電は可能か」
• 早稲田大学本庄学院高等学校「(1)自立航行ができる無人型潜水機の開発と水底体積物のガンマ線量測

定、(2)空気中放射線量調査」

成果発表会前日には、参加学生は東京大学の最先端研究施設の見学、同じ宿泊施設に泊まり夕食会、学校
紹介等で親睦を深めました。
当日の発表会では各校とも独自のスタイルで成果発表を行い、お互い活発な質疑応答などが行われました。

また、発表会の後には、産業界における環境と安全、リスクに関する話や、先端科学に関する特別講演なども
行われ、盛会となりました。

最優秀校は、八戸工業大学第二高等学校の上野智宥さん、久保玲さんのチームでした。高い専門性と、地域
の課題に自分たちができることから取り組む姿勢、そして模型を使った生き生きとしたわかりやすい発表が評
価されました。

詳しくは、クリック！http://www.rehse2007.com/koukousei.html

難しい課題にチャレンジした学校、身近なテーマで活動をした学校、６校それぞれに努力したことが良くわかる
発表でした。高校生とは思えない程、完成度の高い発表も有り、大変感動しました。

今回、他校のプレゼンを聞いてとても感動した。様々な着眼点があって、環境安全とリスクについて多面的に
考えることができた。また、自分たちの課題も多く見つけることができた。今後は研究の独自性、一貫性などに
重点を置いて研究したい。

＜発表会での会場の声＞

＜参加した高校生の声＞

成果発表！

前日の施設見学！

前日の親睦会！

成果発表！

厳正なる審査！

最優秀校！

＜東京大学で本事業の成果発表会を開催しました。（H26.3.16）＞
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REHSE プロダクツ紹介
REHSE products info.

フード屋の
～局所排気設備基礎知識マテリアルズ～

「
フ
ー
ド
屋
の
魂
」は
、REH

SE

に
所
属

す
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
会
員
の
う
ち
、実
際

に
ヒ
ュ
ー
ム
フ
ー
ド
を
市
場
に
供
給
し
て

い
る
主
要
メ
ー
カ
ー
６
社
を
含
む
全
８
社

が
中
心
と
な
っ
て
製
作
さ
れ
ま
し
た
。そ

の
名
が
示
す
と
お
り
、ま
さ
に
ヒ
ュ
ー
ム

フ
ー
ド
に
携
わ
る
プ
ロ
が
魂
を
込
め
て

作
っ
た
、こ
れ
ま
で
に
類
を
み
な
い
実
験

室
用
局
所
排
気
設
備
の
基
礎
知
識
マ
テ

リ
ア
ル
ズ
で
す
。

ヒ
ュ
ー
ム
フ
ー
ド
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
設

備
に
関
す
る
基
礎
知
識
、実
験
室
に
関

連
す
る
法
規
や
各
種
規
格
基
準
の
抜
粋
、

R
EH

SE

と
し
て
の
推
奨
指
針
、局
所
排

気
装
置
に
関
す
る
問
題
事
例
と
対
処
方

法
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
な
ど
の
コ
ン
テ
ン

ツ
が
一
枚
のC
D
-R
O
M

に
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

メ
イ
ン
と
な
る
基
礎
知
識
集
で
は
、

1.

実
験
室
に
お
け
る
局
所
排
気
装
置
の

基
礎
知
識

2.

気
流
構
成
と
運
転
条
件

3.

運
転
と
使
用
方
法

4.

排
気
設
備
と
換
気
設
備

5.

実
験
排
ガ
ス
の
処
理

6.

実
験
室
内
の
環
境
管
理

7.

保
守
と
点
検

REHSE 「事故」総合研究所
REHSE JIKO SOUKEN

各
項
目
に
お
い
て
基
礎
知
識
か
ら
専
門
的

な
知
識
ま
で
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、問
題
事
例
集
に
は
実
際
に
起
き
た

事
例
と
対
処
方
法
が
記
載
さ
れ
て
あ
り
、

関
連
法
規
や
専
門
用
語
の
解
説
な
ど
も
わ

か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

使
用
す
る
方
が
知
っ
て
お
く
べ
き
基
礎
的

な
知
識
か
ら
、設
備
を
計
画
、設
計
す
る

立
場
の
方
が
必
要
と
す
る
専
門
的
な
情
報

ま
で
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、設
備
機
器
の

専
門
家
で
も
利
用
が
可
能
な
レ
ベ
ル
に
仕

上
が
っ
て
い
ま
す
。

基
礎
教
育
や
安
全
講
習
の
教
材
と
し
て
、

専
門
家
育
成
の
資
料
と
し
て
、具
体
的
業

務
に
お
け
る
参
考
資
料
と
し
て
、数
多
く

の
シ
ー
ン
で
幅
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、大
学
・
民
間
企
業
を
問
わ
ず
適

切
な
実
験
環
境
の
実
現
と
整
備
に
貢
献
で

き
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

（
ダ
ル
ト
ン

春
原
）

REHSEでは複数のメーカーがユーザーと共に実験室の環境
安全に役立つツールを開発しています。今回は局所排気設
備のプロがユーザーの皆さんに知ってほしいことについて
魂を込めて作成した「フード屋の魂」を紹介します。

裏
表
紙
の
4
コ
マ
漫
画
の
よ
う
に
、火
を

消
そ
う
と
し
て
逆
に
延
焼
、大
や
け
ど
と
い

う
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

消
火
器
の
噴
射
の
勢
い
を
体
感
し
て
お
く

こ
と
は
と
て
も
大
事
で
す
。

消
火
器
の
取
扱
訓
練
で
は「
水
消
火
器
」

と
い
う
練
習
用
消
火
器
が
使
わ
れ
ま
す
。

ピ
ン
を
は
ず
し
て→

ノ
ズ
ル
を
火
に
向
け

て→

レ
バ
ー
を
に
ぎ
る

と
い
う
一
連
の
動
作
の
練
習
は
で
き
ま
す

の
で
、大
変
意
味
の
あ
る
も
の
で
す
。し
か

し
、実
際
に
取
扱
訓
練
を
見
て
い
る
と
、3

人
に
1
人
く
ら
い
は
消
火
器
を
消
火
対
象

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
近
づ
け
、噴
射
す
る
と
い
う

操
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
消
火
器
は
ホ
ン
モ
ノ
の
消
火
器
と
は
違

い
、勢
い
は
か
な
り
弱
い
も
の
で
す
。ま
た
、

火
も
ダ
ミ
ー
で
す
か
ら
、熱
く
な
く
、学
生

ら
は
キ
ャ
ッ
キ
ャ
言
い
な
が
ら
や
っ
て
ま
す
。

練
習
を
す
る
こ
と
は
有
意
義
で
す
が
、さ

て
、ど
う
や
っ
て
こ
れ
を
リ
ア
ル
な
消
火
現

場
に
近
づ
け
ら
れ
る
の
か
、検
討
を
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
・・・・

（
阪
大

富
田
）

消火器を使ったことありますか？

消
火
器
の
マ
メ
知
識

我
々
が
一
番
目
に
す
る
ピ
ン
ク
色
の
粉
末

を
吹
き
出
すA

B
C

粉
末
消
火
器
に
は
２
つ

の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

「
加
圧
式
消
火
器
」：
消
火
器
の
中
に
あ

る
加
圧
用
の
小
さ
な
ガ
ス
ボ
ン
ベ
か
ら（
レ

バ
ー
を
握
る
と
）ガ
ス
が
出
て
、粉
末
を
吹

き
出
す
タ
イ
プ
。交
換
作
業
も
簡
単
な
の

で
今
も
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
蓄
圧
式
消
火
器
」：
消
火
器
の
容
器
内

全
体
を
始
め
か
ら
ガ
ス
で
高
圧
に
し
て
お

き
、レ
バ
ー
を
握
れ
ば
、そ
の
高
圧
で
粉
末

が
噴
出
さ
れ
る
簡
単
な
仕
組
み
で
す
。

最
近
、容
器
が
経
年
劣
化
し
て
い
て
、レ

バ
ー
を
握
っ
て
ガ
ス
を
出
す
と
容
器
破
裂

し
て
し
ま
う
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。こ

の
事
故
は
皆
加
圧
式
消
火
器
で
す
。畜
圧

式
な
ら
容
器
が
腐
食
し
て
も
、ガ
ス
が
少

し
ず
つ
抜
け
る
の
で
、破
裂
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。安
全
面
を
考
慮
し
、今
、法
令

改
正
も
行
わ
れ
、こ
の
畜
圧
式
が
主
流
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

R
EH

SE

の
会
員
に
は
無

料
で
配
布
し
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
。会
員
で
な
い
方
は
1

枚
千
円
で
ご
購
入
い
た

だ
け
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
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ヒュームフードは
有害物質を吸引しな
いように囲い込んで排
気する設備です。

「ドラフトチャンバー」と
呼ぶのは日本だけな

んですよ。



REHSE’s INFORMATION
国際シンポジウム開催のお知らせ

REHSEの組織体制

新プロジェクト「REHSE研修会の企画」を始めます

東京大学 山上会館
平成26年11月28～29日

REHSE
東大環境安全研究センター

日時：随時開催

アンケートなどへのご協力もよ
ろしくお願いします。

これまで日韓を中心として行われてきた安全衛生教育国際シンポジ
ウムが、対象をアジアに広げ、 1st Asian Conference on Safety and 
Education in Laboratory（略称ACSEL） として、開催されます。
アジア諸国の大学や企業からの参加者を迎えて、環境安全教育や
実験室管理について議論するプログラムを予定しています。

第五期（H26）総会にて、新体
制が決まりました。

皆さまの温かいご協力をお願
いいたします。

REHSEは会員のアイディアからプロジェクトを立ち上げて、様々な
事業やプロダクツを生み出してきました。
今期は、実験室の環境安全に関するREHSE主催の研修会を企画

します。会員の皆様のニーズやシーズ、ご意見等をぜひお寄せく
ださい。

場所：
日時：
主催：

高校生自主研究支援プロジェクト 今年も始動

「今年もやります産学協働による次世代育成！ 一緒に未来の
サイエンティストを育てませんか！」
昨年の第1回（本誌５ページに特集）が好評だったことから、今年
も実施します。REHSEの特長である「産業界と大学との協働」によ
る教育活動です。高校生のフレッシュな活動を、ぜひお楽しみに。

REHSEは、ユーザーであり、研究、教育機関である大学、高専、研究
所と、サプライヤーである器具、設備等のメーカー企業、そして施設等
の設計、マネジメント、コンサルを行う企業とのネットワークを強化し、
様々な側面から環境安全にアプローチしています。

正会員、賛助会員など参加頂ける方、団体を募集しています。

詳細は http://www.rehse2007.com/index.html をご覧ください。

会
員
募
集

理事長
副理事長
理事

監事
事務局

大島義人（東大）
山本仁（阪大）、吉識肇（理研）、北村規明（REHSE）
伊藤通子（東大）、春原伸次（ダルトン）、富田賢吾（阪大）
長谷川正浩（アズビル）、林瑠美子（東大）
戸野倉賢一（東大）
伊藤通子（REHSE）、主原愛（東大）

研究生活vol.2、なんとか皆様にお届けすることができました。始動

の遅い編集長をあたたかくサポートしてくださった編集委員、会員
の皆様に感謝です。ご意見、ご批判、ご声援、ご寄付、おいしいご
飯等、今後ともご支援よろしくお願いします。 （編集長 林瑠美子）

新組織体制

前
号
で
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た

が
、そ
の
当
時
は
富
山
高
専
で
し
た
。こ
の
4
月
か
ら
東

京
大
学
で
す
。事
務
の
石
黒
さ
ん
の
辞
職
に
伴
い（
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
！
）、REH

SE

の
事
務
局
担
当
理
事
を

拝
命
さ
れ
ま
し
た
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、本
題
。

千
葉
に
移
り
住
ん
で
、一
ヶ
月
経
っ
た
頃
、そ
の
朝
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

グ
ラ
ッ･･･

地
震
で
す
。

ほ
と
ん
ど
揺
れ
な
い
富
山
出
身
の
私
に
は
恐
怖
の
瞬
間

で
し
た
。

ヒ
ェ
〜
〜
来
た
〜
、布
団
の
中
、恐
怖
が
襲
い
ガ
バ
ッ
と
飛

び
起
き
ま
し
た
。慌
て
て
テ
レ
ビ
の
速
報
チ
ェ
ッ
ク
、非
常

持
ち
出
し
袋（
ち
ゃ
ん
と
用
意
し
て
る
ん
で
す
！
）を
抱

え
て
外
に
、と
こ
ろ
が
街
は
シ
ー
ン･･･

そ
れ
で
も
心
臓
バ

ク
バ
ク
は
収
ま
ら
ず
、ガ
ス
栓
を
閉
め
、す
ぐ
風
呂
に
水

を
張
り
、次
の
行
動
を
考
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、皆
が
笑
っ
て
言
う
に
は
、あ
れ
は
震
度
３
位
だ
っ

た
か
ら
、す
ぐ
ま
た
寝
た
、と
。関
東
の
人
は
身
体
に
震

度
計
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

備
え
る
初
心
は
忘
れ
ず
、し
か
し
揺
れ
に
早
く
慣
れ
た
い

と
も
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
東
京
大
学

伊
藤
通
子
）

次
号
は
新
理
事
、ア
ズ
ビ
ル
の

長
谷
川
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ー
ッ
チ
！

会
員
リ
レ
ー
エ

セ
イ

趣旨にご賛同いただける会員
からの様々なご支援を大募集
中です。
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K
en

kyu
Seikatsu

b
y R

EH
SE

研
究
生
活

vo
l.2

2
0
1
4
年
夏
号

発
行
：
N
P
O
法

人
研

究
実

験
施

設
・
環

境
安

全
教

育
研

究
会

（
R
EH

SE）
2
0
1
4
年
7
月
1
日

発
行

連
絡

先
：
〒

2
7
7
‐8
5
6
3
 
千
葉
県
柏
市
柏
の
葉
5
‐1
‐5
 
環

境
棟
4
6
8
号

室
東

京
大

学
大

島
教

授
室

内
「
研

究
生

活
」
編

集
委

員
会
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0
8
0
‐4
3
8
3
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0
0
7

E‐M
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jim
u
kyo
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@
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0
0
7
.co

m

“実験研究を安全に行うために、大学や研究機関に身を置く各人がそれぞれの立場で何を
考え、何をすべきなのか・・・”

「研究実験施設・環境安全教育研究会（Research for Environment, Health and Safety 
Education: REHSE）」はそのような素朴な気持ちから立ち上がったNPO法人です。REHSEには

大学や高専だけでなく、実験機器メーカー、実験室設計者等、様々な立場の会員が所属し
ています。これらの会員が一致協力して、それぞれの立場からの視点を取り入れた議論を
元に、安全基準策定、安全ツール開発、出版などの取り組みを精力的に展開しています。
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「高校生プロジェクト」の写真です（詳細は冊子
内のREHSE活動報告も参照）。

平成２６年３月１５日に東京で開催された発表
会の様子の写真を載せてみました。ういういし
さ爆発で大変興味深い発表会でした。


